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ンドラ・グプタ（マウリヤ朝の王とは何の関係もない）がガ
ンジス川流域に建てた活気ある王国は、後継者が有能であ
ったために勢力を拡大し、ついにはかつてのマウリヤ朝の
規模に迫るまでになった。マウリヤ朝の都だったパータリ
プトラが再び首都と定められ、デカン高原以北のほとんど
の地に平和が戻ってきた。マウリヤ朝時代は中央集権的管
理が際立っていたが、グプタ朝ではもっと緩やかな地方自
治の制度が採用され、政治的にも、経済的、文化的にもイ
ンドは黄金時代を迎える。しかし５世紀には、「白いフン族」
と呼ばれるエフタル族をはじめとするノマドの侵入が新た
に始まり、グプタ朝の領土は徐々に縮小し、やがて消滅す
る。その後、一時は王子ハーシャ（在位606年～648年）が
インド亜大陸の再統一を試みるが、地方豪族の力が強いた
め、単一の中央集権国家を造るには至らなかった。ハーシ
ャが暗殺されるとインドは再び分裂国家の時代に戻り、９
世紀にイスラム教が伝わってやっと商業で栄える時代を迎
えるが、それは同時に政治的、宗教的緊張をもたらす時代
でもあった。

　キュロス王とアケメ
ネス王家が中央アジア

に最初のペルシア帝国を建設しようと励んでいたちょうど
そのころ、イタリア中部の小さな都市国家が異国の王を追
い出し、君主制を廃して貴族階級による共和制国家に生ま
れ変わった。紀元前６世紀末のその時点で、イタリア半島
にはラティウム人（古代ローマ人）やエトルリア人、ギリシ
ア人の建てた都市が多数散らばっており、ローマもそれら
の都市と同様まったく無名だった。この地には、紀元前
2000年ごろからインド＝ヨーロッパ語族が住み着いていた。
この人々はテベレ川に面したラティウム平原を取り巻く７
つの丘の周辺にそれぞれの集落を建設した。住民は農業と
交易を行い、紀元前1800年には青銅器を、紀元前900年
には鉄器を使用するようになっていた。ローマの北にはエ
トルリア人が住み、トスカナ地方の要塞都市からイタリア
北部および中部の大半を支配していた。南の沿岸地方とシ
チリア島にはギリシアの植民地が栄えていた。ローマは戦
略上の要地にあり、そこに目をつけたエトルリア人に支配
されるが、紀元前509年、ローマ人はついに最後のエトル
リア王を追放する。以後1000年にわたり、この都市や国
だけでなく、実にアフロユーラシア西部の大半が、ローマ
市民の手に握られることになるのである。
　紀元前509年にローマ人が採用した政治体制は、２人の
高官に行政権を与えるものだった。「執政官」と呼ばれたこ
の人々は、財産や軍の階級によって分けられるローマ市民

によって選出された。執政官の決定は「元老院」によって承
認される。つまり、元老院が共和国ローマの実権を握って
いたのである。しかし、以後200年というもの、平民、騎
士、貴族の間で権力のより公平な配分をめぐって争いが絶
えなかった。その結果、貴族は不本意ながら権力の独占を
あきらめざるを得なくなり、紀元前３世紀には、平民に自
分たちの代表「護民官」を選ぶ権利が与えられていた。護民
官は、執政官の不公正な決定に対して拒否権を行使できた。
最終的に、全ローマ人に適用される法は「平民議会」の可決
を必要とするようになる。このように様々な政治的妥協に
よって権力の裾野が広がり、全面的な社会闘争は当面避け
られたが、貴族階級は残された特権にこれまでよりさらに
激しく執着するようになる。
　対外関係では、ローマ共和国は外部からの様々な脅威に
手堅く現実的な方法で応じた。ローマが急速に、そしてお
そらく期せずして、地中海地域の支配者に上りつめたのは
このためである。ローマは、少なくとも初めのうちは、税
を徴収する大帝国の建設を目指していたのか、それとも国
の安全を脅かす勢力に応戦しているうちに結果的に拡大し
ていったのかという問題については、歴史学者の間でも意
見が分かれている。紀元前309年、ローマはガリア人の一
団に蹂躙された。ガリア人は現在のフランスから来たケル
ト系の民族で、ローマを占領し、彼らを退去させるのにロ
ーマは相当な賠償金を支払わなければならなかった。以後、
ローマは軍を再編成して強力な軍隊を作り上げ、他のラテ
ン国家やギリシアの植民地との戦いで数々の勝利を収めた。
しかし、ローマ人は敗れた相手に厳しい制裁を科すことは
せず、彼らが軍の賦役に応じ、ローマの対外政策に従う限
り、それぞれの国に自治権を認めた。この穏便な方針が、
後にローマ共和国がカルタゴとの戦いでこれまでにない苦
戦を強いられた際に実を結ぶのである。
　紀元前270年になると、ローマにとって地中海中部で残
っている競合国といえば、フェニキア人の植民都市カルタ
ゴのみだった。カルタゴはこの時点でおそらくローマより
多くの富を蓄え、明らかにローマより優秀な海軍を有して
いた。ここにもまた、二大勢力（かたや農業国、かたや商
業国）のせめぎ合いがあり、どちらも相手を倒して自国の
勢力を拡大する意欲に満ちていた。この両陣営が共存する
には地中海は狭すぎたのである。こうして勃発した三度に
わたるポエニ戦争（紀元前264年～紀元前146年）でローマ
人はカルタゴ人を壊滅させるが、それは決して楽な勝利で
はなかった。結局、ローマ人の実行力（一例として、カル
タゴより強力な海軍を短期間で実現した）、外交方針（ロー
マが敗れる可能性が高いと見えたときでさえ、イタリア内
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紀元前146年ごろのローマと西暦117年ごろのローマを見比べると、領土拡大の様子がよくわかる。

地図7.3　ローマ
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の同盟都市国家のほとんどが離反しなかった）、忍耐（カル
ダゴの将軍ハンニバルが仕掛けたイタリア内地戦の16年
を耐え抜いた）が勝利をもたらしたのである。その後は小
規模な戦闘が何度かあったものの、紀元前133年にはロー
マは地中海の盟主となり、数多くの属国を従えるようにな

っていた（地図7.3）。
　広大な帝国を管理するために、ローマはペルシア帝国の
「太守」をモデルにした州制度を採用し、各州には元老院階
級から選んだ「総督」を配置した。しかし総督の多くは、特
権階級の一員として自らに徴税の絶対的「権利」が与えられ


